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会議に附した事件 別紙のとおり 

会議の経過 別紙のとおり 



平成２６年度第２回富里市国民健康保険運営協議会会議次第 

 

日 時 平成２６年８月７日（木） 

午後１時３０分～ 

場 所 富里中央公民館２階 研修室（大） 

 

１ 開 会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 議 題 

平成２６年度富里市国民健康保険特別会計補正予算(案)について 

 

４ その他 

（１）平成２５年度富里市国民健康保険特別会計決算状況について 

 

 （２）次回会議予定について 

 

 

次回会議予定 

  事務局（案） 平成２６年１１月１３日（木）午後 

  ※開催する場合は事前に通知します。 

 

 

 

５ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○委員の意見    ⇒市の説明 

 

議題 

平成２６年度富里市国民健康保険特別会計補正予算(案)について 

⇒資料１のＰ１～Ｐ４今回の補正は，交付金や負担金の決定，前年度剰余金の計上や基金 

への積立等，全て精算行為によるものです。 

（歳入） 

退職被保険者療養給付費交付金 現年度の決定 

前期高齢者交付金 平成２６年度交付金の決定。 

基金繰入金 不足額の繰り入れ。 

その他繰越金 平成２５年度剰余金。 

（歳出） 

後期高齢者支援金からＰ３介護納付金までは 平成２６年度の負担額決定。 

基金積立金 剰余金の１/２を積み立てる。 

償還金 平成２５年度の退職被保険者等療養給付費交付金の実績報告による返還金。 

一般会計繰出金 事務費等繰入金，出産育児諸費繰入金の精算による返還金。 

歳入歳出に２億９，９５２万７千円を増額し，総額が６４億２，７６１万９千円。 

基金の残高は約１億６，４５５万２２１円。 

 

○特別調整交付金２億程多く交付していただいているようですが，特別な事情があるとい

うことでどういったものですか。 

⇒当初予算では，前年の額が９千万ほどであったため２５年度も同額を計上しましたが，

結果，見込みより多く収入がなされました。内容につきましては，富里市は

東日本大震災の被災地・被災区域に指定されていて，中でも，医療費が伸び

ているところについては，多く交付されました，ただ，来年どうなるかは不

明ですが２５年度については，見込みを大きく超えて２億２千万ほど歳入に

なったものでございます。 

○基金積立金について，半分積立てるということですが残りの半分はどうなるのか 

⇒繰越金の残りの半分については，歳出予算を今回組んでおりますので，そちらに充てて

おります。国へ返納する予算として組んでいます。 

○保険事業，健康診査など国の方から健診率上昇の指導がきていると思います，また，富

里市の目標健診率を４５％としているが，最近の報道等で人間ドック学会が

ドックの診査項目幅を広げたり，健康診断を市町村など公費で大量に出した

りしていいのか，という議論が全体的にいろいろとあると思います。 

      毎年・毎年同じことをやって同じような数値で，本人もその結果をもとに努

力するなら別だが，公費で毎年受けなくてもいいのではないかという声も出



ていると思いますが，そのあたり，国や医師会などの考えがわかれば教えて

ほしい。 

⇒色々な立場から色々なご意見があるとお聞きしています，健診の費用を国は保険者が持

たないとは言及していませんが計画を立てて受診率の目標を定め努力をしな

さいというのが国の見立てです，富里市の現状は，予算上は４０％・実態に

かけ離れた数字で予算化はできないため，４０％を目標としてここ数年取り

組んでまいりました。２５年度につきましては３５．６％の受診率で近隣と

比較すると白井市に次いで良い数字でございます。合わせて人間ドックの助

成制度の結果を健診のデーターに取り組むようなこともあり，数字が上がっ

ているとも思える。人間ドックの項目については，学会の方で議論がなされ

ていると思いますが，統一された最低項目をベースに補助をしているが，そ

れを絞り込むことや拡大するまでは現場レベルではまだ話が進んでないのが

実態です。状況については以上です。 

その他⇒ご存じだと思いますが医師会のドックについては，健康な人達の数値で作ってい

ます，学会で出しているのは一定の地域を追いかけ，先々の病気の状況を見

ながら出している。学会は今後の数値，医師会は健康の人の数値なので基準

が違います。医師会としては，日本は全体的には長寿で，最低限これだけの

ことをやってきた積み重ねが日本を支えているという考えですので必要性は

あると思います。また，企業などはしっかりやっているが，それ以外の人は

健診などを受けられないのが現状のため，やはりこういった市町村での健診

などは維持が必要ではないかと思います。 

○国保税の徴収率について，２５年度の富里市の率は８２．１５％でお伺いしています，

もっと上がるよう期待していますが状況は。 

⇒以前にも申し上げましたが，市役所の中に徴収対策本部を設置し，副市長を長として関

係課長・中堅職員で年間計画をたて徴収強化月間等で取り組んだ結果，また，

資料２-２ページの決算・右枠税徴収率と記載がありますが，現年分として，

２５年度につきましては８２．１５。２４年度につきましては８０．７２と

１．４３向上しております。また，過年度分として１．３０伸びている。ま

だ統計が出ていませんが，県下の平均は恐らく８８程と思われますのでそれ

に近づくよう努力します。今度，広域化により千葉県が経営の主体となり，

保険者になるということで平均に向けて，徴収の強化もより強く求められる

と。税金についても各市町村で決めなさいというのが県の考えです。今まで

は保険料を均一化するために保健所を一元化する議論でことが進んでいまし

たが，県の抵抗があり保険料についてはどうやら市町村が決めるということ

で聞いております。いずれにせよ平均の数字に近づける努力をする必要が今

後もあるということでございます。 



○採決に移ります。 

平成２６年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（案）について，賛成の方は挙手をお

願いします。 

挙手全員 

挙手全員です，よって承認されました。 

 

４，その他，平成２５年度富里市国民健康保険特別会計決算状況について 

⇒資料 2 P1 歳入のうち， 

１国民健康保険税は，前年度比 0.48％の増。 

2 国庫支出金は，前年度比 17％の増。 

療養給付費負担金は，補助率が下がったことにより前年度比 9.10％の増。 

財政調整交付金は，市町村間の財政力の不均衡を調整するための制度で，前年度比 

47.40％の増。 

3 療養給付費交付金退職被保険者等の医療費実績に応じた交付金で前年度比 12.53％の減。 

4前期高齢者交付金は，費用負担の不均衡を調整するための交付金で前年度比 13.55％の増。 

5 県支出金は，調整交付金の補助率が上がり前年度比 3.12％の増。 

8 繰入金は，歳入不足を補うため 2 億 9,161 万円を一般会計から繰り入れ。 

基金繰入金は，当初予算で約 1,910万円，9月補正で約 3,982万 9千円を取り崩しました。 

9 繰越金は，平成 24 年度の剰余金の全額を繰り越しました。 

 歳入の合計は，65 億 980 万 3,308 円で前年度比 8.12％の増。 

国民健康保険特別会計準備基金は，平成 25 年度末の残高が，5,756 万 7,854 円。 

P3 歳出のうち 

2 保険給付費は，被保険者の疾病・負傷･出産・死亡等の給付で，前年度比 6.62％の増。 

出産育児一時金は，116 件，葬祭諸費は，91 件。 

3 後期高齢者支援金は，後期高齢者医療費の支援金及び事務費の支払で，前年度比 7.11％

の増。 

6 介護納付金は，介護保険第２号被保険者に係る納付金で，前年度比 5.31％の増。 

7 共同事業拠出金は，高額な医療費に対する保険者の財政負担を緩和するための県内市町村

で行う共同事業の拠出金で，前年度比 5.15％の増。 

9 基金積立金は，平成 24 年度の決算剰余金の積み立てで，平成 25 年度から一般会計と同

様に剰余金の 1/2 を下らない額を基金に積み立てる方法に変更し前年度比で減。 

11 諸支出金等は，平成 24 年度療養給付費等負担金の償還金などにより前年度比 42.05％の

減。 

歳出合計は，61 億 472 万 2,575 円で，前年度から 4.43％の増。 

○先程も税の方の説明がありましたが，経済状況がよくなったということで納付状況がよ

くなったのか，また，コンビニの収納状況も聞ければお願いします。 



⇒所得状況におきましては，今年度の賦課について国保の所得を有する世帯の平均は上が

っておりますが，昨年度については２４年度より下がっている（２５年度賦

課・決算比較）。ただし，納税課を中心とした徴収強化の実施や電話催告など

日々の業務での納税相談の対応などでの結果，最終的に納付状況が上がった

と思います。なお，数字として前年度を超えてはおりますが，分母の全体的

な調定額につきましては下がってきている傾向にはあります。 

○先程，県が保険者になるということだか，後期はそのままなのか，何か動きはあります

か，いずれ県になるなど。 

⇒後期高齢につきましては，政権交代などで議論もございましたが存続するということで

今日に至る。国保の広域化の話も当時からあったが一元化する話までいかず，

後期はそのままということで現在，国保と一体化する議論はなされていませ

ん。県がやるとなっているが実態は市町村がやるのと何も変わらないような

議論しかされていないというのが状況です。 

次回の会議日程 

１１月の１３日（木） 

 


